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第22回　天川村名水祭り 
今年はせんとくんもやってきました　今年はせんとくんもやってきました！！！ 

第22回　天川村名水祭り 
今年はせんとくんもやってきました　今年はせんとくんもやってきました！！！ 



観光シ－ズンの幕開けとなる第22回天川村名水まつ

りを洞川エコミュージアムセンター周辺において４月

29日（祝・木）に開催いたしました。

今年も、「自然を学ぶ、自然に親しむ」をメインテ－

マに、毎年好評の親子アメノウオ釣り大会をはじめ、野

草の観察と山菜の試食会、水生昆虫の観察会、ストーン

ペイント教室、木の枝クラフト教室という４つの自然体

験コーナーと、夜には星の観察会を実施しました。

飛び石の祝日となりましたが、晴天に恵まれたことも

あり、多くの参加者でにぎわいました。（親子アメノウ

オ釣り大会：284人、自然体験コーナー＆星の観察会：

計268人）

また、一昨年より会場内に設置しました「参加協力金

箱」には合計35,715円の募金をいただきました。

専門の講師の先生のアドバイスを受けながら、子ども

から大人まで、参加者同士のふれあいを通じて豊かな天

川の自然を満喫していただいたことと思います。

ご協力いただきました各種団体のみなさま、ありがとうございました。

身近なものも、やり方・見方を変えると、けっこう楽しいですよ！

来年もみなさんの参加をお待ちしてます！
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今年もにぎわいました「天川村名水まつり」

きれいな川探検！水生昆虫の観察会

木の枝を使ったクラフト教室

親子アメノウオ釣り大会

野草の観察と山菜の試食会

いろんな形で

ストーンペイント教室
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平成22年度「みどりの日」自然環境功労者表彰を中谷の平惠子さんが受賞されました。
表彰概要は、大峯の山岳に永年かかわり、高山植物の保護活動、自然景観と希少植生を記録した

写真が行政の環境分野の重要な資料になるなど、環境保全への貢献が認められた事によります。
天川村は、紀伊半島の中央部に位置し、地質も秩父古生層と四万十層が入り混じり、そこに大峯

酸性岩が貫入して大峯山脈が形成されており特にこういった土壌に合う植物や、この地域が南限と
される植物や北限とされる植物が入り混じって、非常に珍しい植物が多く確認されています。また、
古来より修験道の道場として、森林を神仏のすまう聖地として守ってきた歴史深い地域であります。
しかし、近年の環境の変化やシカによる食害、人による持ち去り等で大切な天川村の宝が急速に

減少し昔の面影が全くと言って良い程なくなっております。
平さんは20年から30年前の草花であふれていた頃の天川村の山岳の姿を取り戻そうと、寸暇を惜

しんで山中に分け入り希少植物の調査や記録、防鹿柵の設置など地道な保全活動を行ってこられま
した。
この度、新宿御苑で開催された「みどりの日」自然環境功労者表彰式典に招かれ、小沢環境大臣

からお言葉をいただき、活動についての表彰の栄をお受けになられました。
受賞のお祝いを申し上げますと共に、今後におきましても、益々活発に活動を継続され天川村の

植生の保全のためにご尽力いただきますようお願い申し上げます。
この度は誠におめでとうございました。

洞川青色申告会のこれまでの功績に対し、平成22年５月13日付けで、大阪国税局長中村明雄様か
ら感謝状が贈呈されました。
今後ますますの会の発展と活躍を期待いたします。

自然環境功労者環境大臣表彰受賞おめでとうございます。

洞川青色申告会に、感謝状が贈呈されました。
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只今、天川村立資料館『ギャラリーほのぼの』において、天川村洞川出身のa橋ルリさんの日本
画作品展を開催しております。
開催期間は、７月５日までの予定で、作品展は入場無料です。
開館時間は、午前10時～午後５時まで

ただし、毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）は、村立資料館定休日のためギャラ
リーも閉館しておりますのでご注意下さい。

a橋ルリ（旧姓　札谷ルリ）さんは、昭和７年洞川で誕生し、昭和33年まで洞川に在住。昭和34

年結婚し、神戸に住む。昭和53年大橋良三先生に師事し勤めと家事の傍ら趣味的に絵を始める。昭
和58年から平成19年まで日展村居正之先生に師事する。この間県展２回入選　各種美術展に年２回
程度の出展を行なう。その他、仲間グループとの展覧会も年１回続けている。

洞川温泉ほのぼのまちづくり協議会では、地域の回遊性
を高め、訪れた人が都会にはない山里の魅力を少しでも感
じていただき、よりホスピタリティーの高いもてなしの観
光地として活性化するよう様々な課題に取り組み活動を続
けております。
その活動の一環として、より深い癒しと心の安らぎを得

ていただくための新たなスポットとして定着する事を目指
して、村立資料館ギャラリーほのぼのにおいて写経スペー
ス「お写経庵ほのぼの」を開設いたしました。
平成22年４月29日のオープン当日は、オープニング行事

の龍泉寺御住職による御法楽が執り行われた後、参加され
た村内中学生等による写経の書初めが行われました。皆様
も是非ご体験ください。
会館時間は、午前10時～午後５時まで（受付は午後４時

まで）です。
ただし、毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）は、村立

資料館定休日のためギャラリーも閉館しておりますのでご
注意下さい。
料金は一般１，０００円　村民３００円です。

～プロフィール～

天川村立資料館『ギャラリーほのぼの』 作品展のご案内

「お写経庵　ほのぼの」がオープンしました
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奈良県知事より身体障害・知的障害のある者の更正援護の相談に応じ、必要な指導を行うために

今年４月１日より、２年間の任期で次の方が相談員に委嘱されました。

○身体障害者相談員

赤　井　公　司　さん　　天川村沖金95番地の１ 1６３－０５０４

○知的障害者相談員

井　口　いづみ　さん　　天川村洞川333番地の１ 1６４－０１５０

お悩みのときは気軽にご相談下さい。

４月６日より、教育指導員として天川村南日裏出身の花折敬司氏に非常勤で勤務してもらうこと

になりました。天川村の教育を考えていく上で必要となる情報の収集や教育現場とのパイプ役とい

うことが主な仕事の内容となります。

花折敬司氏は京都市立小学校教諭として29年間、小学校教育に携わってきました。週２～３日の

勤務となります。

【不法滞在・不法就労の現状】

○　不法滞在者とは、

・　偽造パスポートや密航船などで不法に入国する者

・　在留期間を超えて日本に滞在する者

であり、現在約11万人が日本に滞在しており、大部分は不法就労していると見られます。

○ 不法就労する外国人の存在は、我が国の労働面だけでなく、風俗や治安などいろいろな分野に

わたって様々な問題を引き起こしています。

○ 最近では、悪質な不法滞在者たちがグループ化して犯罪を犯すケースが増えており、我が国の

治安を脅かしています。また、偽装結婚や偽造旅券の売買等、不法滞在や不法就労を助長する犯

罪も後を絶たない状況にあります。

【皆様へのお願い】

○ 働くことが認められていない外国人を雇った事業主や不法入国を援助した人等は、法律により

罰せられる場合があります。

○ 外国人の雇用にあたっては、必ずパスポートや外国人登録証明書等を見て在留資格や在留期限を確

認してください。

○ 安全・安心な街づくりのため、外国人に関する犯罪を見聞きされた方は、迷わず１１０番又は

中吉野警察署まで通報をお願いします。

中吉野警察署　1５３－０１１０

身体障害者・知的障害者相談員の委嘱について

教育委員会事務局に教育指導員を配置

不法滞在・不法就労防止にご協力下さい
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今月は、いよいよ各種健診（検診）の実施月です。実施日が近づきましたら、お申し込みいただいた人
に個別にご案内を送付します。正確な検査結果をえるためにも、注意事項を守って受診してください。
各検診の実施日は、次の通りです。みなさんのお越しをお待ちしています！

「 かみしめる　生きる喜び　歯とともに　」
私たちの命をつなぐ食事、家族や友人との楽しい会話など、私たちの

なにげないひとときを支えている大切な歯。
近年、予防歯科という考えがますます重要になってきました。
大切にすれば、一生自分の歯で過ごすことができます。
黙って働くあなたの歯への感謝を、毎日の習慣にしてみてみませんか？

今月のうさちゃんくらぶは、下記の内容で開催します。みなさんふるってご参加ください☆
お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さまのお越しをお待ちしております。

※参加対象・・・生後４ヶ月～幼稚園入園前までの親子
※持 ち 物・・・タオル・お茶等
（詳しくは、後日郵送しますご案内をご確認ください）
※送迎を希望される方は、前日までにご連絡ください。

今年も、食中毒等の季節がやってきました。食中毒の発生は、毎年５月のゴールデンウィークを過ぎる
頃から急激に増えています。より一層の注意が必要です。

食中毒予防3原則「細菌をつけない・増やさない・殺す」
★菌をつけないために、食材に触れる前には必ず手を洗いましょう。
また、食器や調理器具なども常に清潔に保つようにしましょう。
★菌を増やさないために、食品は購入後なるべく早く食べましょう。
冷蔵庫にすぐ入れることも大切ですが、冷蔵庫を過信しすぎるのは危険です！
★菌を死滅させるために、しっかり加熱しましょう。

（目安は、75度で約１分です）

保 健 事 業
の お 知 ら せ

健診（検診）が始まります！

感染症に注意しましょう！！

歯の衛生週間　・・・６月４日～10日

うさちゃんくらぶのご案内

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。 連絡先　163－9110

胃がん検診 7月5日（月）、6日（火）、7日（水）

特定健康診査

後期高齢者健康診査

大腸がん検診 ・肺がん検診
6月29日（火）、30日（水）

肝炎検診

子宮（頚部）がん検診 6月16日（水）

日　程 時　間 会　場 内　容 申込み

6月3日（木） 10：30～12：00 ほほえみポート天川 歯について 不要
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 6月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 6月の予定表

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

1 火 診　　察 検　査　日 資源１

2 水 診　　察 診　　察 粗大

3 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10：30～ 資源２

4 金 休　　　　診 燃焼

5 土 閉　　　　館　　　　日

6 日 閉　　　　館　　　　日

7 月 診　　察 診　　察 燃焼

8 火 診　　察 検　査　日 資源１

9 水 診　　察 診　　察 粗大

10 木 休　　診 休　　診 予防接種 不燃

11 金 診　　察 診　　察 燃焼

12 土 閉　　　　館　　　　日

13 日 閉　　　　館　　　　日

14 月 診　　察 診　　察 燃焼

15 火 診　　察 検　査　日 資源１

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所



8

日 曜日

16 水 診　　察 診　　察 子宮がん検診 粗大

17 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

18 金 診　　察 診　　察 燃焼

19 土 閉　　　　館　　　　日

20 日 閉　　　　館　　　　日

21 月 診　　察 診　　察 燃焼

22 火 診　　察 検　査　日 資源１

23 水 診　　察 診　　察 粗大

24 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

25 金 診　　察 診　　察 燃焼

26 土 閉　　　　館　　　　日

27 日 閉　　　　館　　　　日

28 月 診　　察 診　　察 燃焼

29 火 診　　察 検　査　日 資源１

30 水 診　　察 診　　察 粗大

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 6月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 6月の予定表

特定健診
後期高齢者健康診査　等

特定健診
後期高齢者健康診査　等
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「天川賛歌」（2）
・・・各分野から「天川村の力」一言メッセージ・・・

私たちの住む天川村には貴重な植生や生態など深い自然があり、また

学術的にも恵まれたこの自然の中で、世界遺産となるような文化が育ま

れ深い歴史となり現在につながっています。

そこで、わが天川村を「フィールド」にお関わりいただき、各界各分

野でご活躍の皆様方から「天川村の特異性・貴重さ・応援」など一言メ

ッセージをいただきました。それぞれの分野からの視点を基に、天川村

の魅力・宝を再発見していただければ幸いです。

また、これらを育むフィールドを高い次元で保全しなければならない

こともご理解していただかなければなりません。どうかご協力をお願い

申し上げます。

風景写真家 米　谷　昌　浩

写真家 林　　　幸　恵

奈良県立橿原考古学研究所所長 菅　谷　文　則

奈良植物学研究会 森　本　範　正

奈良教育大学名誉教授 西　田　史　朗

日本野鳥の会奈良支部前支部長 小　船　武　司

森林インストラクター 水　谷　道　子

大阪産業大学人間環境学部講師 谷　　　幸　三

奈良県山岳連盟副会長 梅　屋　則　夫

全国源流ネットワーク代表 中　村　文　明

奈良インターカルチャー　代表
ロケーションコーディネーター

佐　野　純　子

森林再生支援センター　専門委員 高　田　研　一

奈良女子大学　共生科学研究センター 佐　藤　拓　哉

池　亀　建　治

ルーラルリサーチ（天川村の空気を育む会） 磯　村　幹　夫

幸　家　大　郎

4月号掲載

4月号掲載

（順不同・敬称略）
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大峯山といい、みたらい渓谷といい、誰が見ても立派で品格を備えた山であり、強烈な個性を持った渓
谷だと感嘆するに違いない。そこには美しさと厳しさ・強さがあり人間を強く惹きつける何かがある。
天川村は、熊野川源流に位置し、太古の昔から山や岩、森や樹木、川や滝などを神格化する自然信仰の

精神文化を育み、修験道の道場として日本人の魂の大元を形作ってきたといえよう。世界遺産の「大峯奥
駈道」を歩くのもいいし、パワースポットの天河大弁財天に足を向けるのもいい。断崖絶壁の仙人岩に囲
まれた双門大滝は、熊野川源流をこよなく愛する人々にのみ垣間見ることが許された天空の空間である。

NPO法人全国源流ネットワーク　代表　　中村　文明

「品格と強烈な個性を持つ村～天川」

先月から連載の「天川賛歌」第2回目です。

さて、今月は？

「生きた化石のムカシトンボがすむ天川村」

天川村は奈良県のほぼ中央に位置し、夏は涼しく、県の市街地に比べて夏は別天地であり、多く
の人が訪れ自然に親しんでいます。
紀伊半島の中央を走っている大峯山脈には、多くの高峰が連なっていて、世界遺産にも指定され

ています、とりわけ山上ヶ岳は霊峰として、1300年前から修験道として開かれています。その根本
道場の龍泉寺と自然観察をするエコミュージアムセンターが洞川にあります。
山上ヶ岳から流れている山上川にはきれいな水にすむ水生生物が多く生息していますが、特に注

目されるのが、「生きた化石」のムカシトンボが生息していることです。
ムカシトンボは、今から2億4千年前の中生代のジュラ紀に広く分布していた一群の化石に似てい

ることから「生きた化石」と言われています。世界ではムカシトンボ亜目、ムカシトンボ科だけで、
ヒマラヤの麓に生息するヒマラヤムカシトンボと、日本特産で北海道から九州にかけて分布してい
るムカシトンボの2種だけです。
そのムカシトンボが天川村の渓流に生息していて、幼虫は年間を通じて15℃以下の渓流にしか生

息できなくて、幼虫期間は7年～8年かかります。また、終齢幼虫は、成虫になる1ヶ月前になると、
気管鰓呼吸（きかんさいこきゅう）から気管呼吸（きかんこきゅう）に変わるために渓流から陸に
上がり、湿った落葉や石の下で生活をします。5月～6月にかけて、スギ等の大木の幹や枝の高さ2m
ほどの高さまで登り羽化します。成虫は速く飛び5月～6月にしか見られません。
ムカシトンボが生息していることは、少なくとも7～8年間は河川が氾濫して砂に埋もれていなく

川底が安定していて、また、有害物質や汚水が流されて水質が汚染されていないことの証明になる
のです。
このようにある生物が生息していることを確認しただけで、その周辺の自然環境が判定できる種

を「環境指標生物」と言います。ムカシトンボは環境省指定の「環境指標生物」になっています。
いつまでも天川村にムカシトンボが、生息するように渓流を汚染したりしないで環境を保全して

いきたいですね。
洞川のエコミュージアムセンターのキヤラクターは「修験道の衣装を着ているムカシトンボ」で

すが、これは私が考案したものです。

大阪産業大学人間環境学部講師　　　谷　幸三
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【申込み・問合せ先】〒638-0431 奈良県吉野郡天川村洞川784-32 洞川エコミュージアムセンター
10747-64-0999 50747-64-0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp

※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 

新緑のブナの森ハイキングを楽しみながら、平地では珍しい野鳥の歌声に耳を傾けてみませんか？
天女の舞からの景色も最高！　※歩行計約4時間。標高1,400mまで（初級者から）（※雨天中止）
【集合場所】天川村役場駐車場（登山口送迎）
【講師】日本野鳥の会奈良支部幹事　揉井千代子先生
【持ち物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・筆記用具・あれば双眼鏡・登山靴で
【参加費】2,000円（小中学生半額）

③ バードウォッチング　in ブナの森
「天女の舞」ハイキングツアー

6月6日（日）9：00～16：00

1 2 3 4

善　意　銀　行

金、 5 0 , 0 0 0 円

堀井　ときみ 様

（長年元気で働けました事に感謝して）

ありがとうございました

善　意　銀　行

金、1 0 0 , 0 0 0 円

平　　恵子 様

（亡夫、年次様ご供養として）

ありがとうございました

※平成21年６月６日に観音峯で行われたバードウォッチングの様子です。
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今，子どもと教育についていろいろ話題になるこ
とが多くなっています。また，学習指導要領も新し
くなります。子どもと教育を取り巻くことについて，
天川村教育委員会として一般的なことや天川村の状
況などを数回にわたりシリーズでお知らせします。

どのような教科内容や活動を，どの学年で，どのように教

育するかについての基準を，国の立場として示しているもの

です。各学校で教育課程（各学校の教育目的や目標を達成す

るための教育計画）が作成される時，地域や学校の実態，児

童・生徒の発達と特性を考慮するとともに，学習指導要領の

基準に沿ってされることになります。

☆授業時数が増えます。
〈小学校〉
週当たりの授業時数が１・2年生で2時間，3～6年生で
１時間増加

〈中学校〉
週当たりの授業時数が各学年で週１時間増加

☆小学校５，６年で平成23年度から外国語活動が新設されます。
１週間に１時間，年間35時間，英語が導入されます。

☆新しい内容が加わります。
例えば
小学校では ＜算　　数＞　6年生で「縮図や拡大図」「文字を用いた数」「反比例」などが中学校か

ら一部移行。
＜国　　語＞　文語調の短歌や俳句，古文や漢文など
＜理　　科＞　電気の利用など

中学校では ＜保健体育＞　１，2年生で「武道」「ダンス」
＜数　　学＞　球の表面積と体積，資料の散らばりと代表値など
＜理　　科＞　生物と細胞，電力量と熱量など

※ 天川小学校では，新学習指導要領に対応するため，授業時数や学習内容について本年度から完全
実施しています。

新学習指導要領が小学校は平成23年度（中学校は平成24年度）から完全実施

小学校では英語より国語教育を充実させるべきだとの考え方やご意見もありますが，
新学習指導要領では「言語力を重視する」としています。また，例えば2年生で，
年間授業時数910時間のうち国語は315時間することになっています。

No.1

学習指導
要領って？

学習指導
要領って？

今までと
どう違うの？

今までと
どう違うの？
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脳
卒
中
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
て
起
こ
る
脳
梗
塞
や

破
れ
て
起
こ
る
脳
出
血
な
ど
を
合
わ
せ
て
、

脳
卒
中
あ
る
い
は
脳
血
管
障
害
と
よ
び
ま
す
。

脳
卒
中
で
は
、
多
く
の
人
に
半
身
麻
痺
や

歩
行
困
難
、
喋
り
に
く
さ
、
そ
し
て
食
べ
に

く
い
、
飲
み
込
み
に
く
い
と
い
っ
た
症
状
が

起
こ
り
ま
す
。
発
症
直
後
か
ら
強
い
意
識
障

害
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
、
生
命
に
か
か
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
、
脳
卒
中
に
対
し
て
新
し
い
検
査
法

や
治
療
法
が
導
入
さ
れ
て
、
す
み
や
か
に
症

状
が
良
く
な
っ
て
い
く
人
も
増
え
ま
し
た
。

と
は
言
っ
て
も
、
多
く
の
人
が
そ
の
あ
と
も

長
く
手
足
の
不
自
由
な
ど
の
後
遺
症
に
苦
し

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
て
、
検
査
や
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

早
期
か
ら
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
で

の
障
害
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
こ
の
よ
う
な
治
療
に
は
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
さ
ら
に
言
語
聴
覚
士

な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
あ
た
り
ま
す
。
そ
ん
な
職
員
を
多
く

配
置
し
て
、
集
中
的
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
と
こ
ろ
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
で
す
。

脳
卒
中
の
治
療
に
は
、
病
気
が
起
こ
っ
た

直
後
か
ら
の
初
期
治
療
を
行
う
急
性
期
病
院

と
、
そ
の
後
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
と
の
連
携
が
必
要
で
、
い
ま
、
脳
卒

中
診
療
に
か
か
わ
っ
て
い
る
病
院
間
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
県
医
師
会

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
二
度
第
二
学
期

（
十
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
八
月
三
十
一
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

（
1
〇
七
四
二
―
二
〇
―
七
八
七
〇
）
ま
で
ご

請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

六
月
八
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
不
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）

六
月
二
十
三
日
（
水
）
午
後
二
時
三
十
分

〜
三
時
三
十
分
　
予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部
会
）

六
月
二
十
三
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分

〜
二
時
三
十
分
　
予
約
必
要

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）

六
月
十
七
日
（
木
）
午
前
十
時
三
十
分
〜

十
一
時
三
十
分
　
予
約
必
要

▼
場
所：

奈
良
県
医
師
会
館
・
一
階
　
県
民

健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か

ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二

橿
原
市
内
膳
町
五-

五-

八

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
七
四
四
―
二
三
―
七
七
九
六

吉
野
保
健
所
で
は
ダ
ウ
ン
症
の
お
子
様
を

育
て
て
お
ら
れ
る
保
護
者
の
方
が
集
ま
る
会

を
も
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
お
子
さ
ん
の
様

子
や
育
児
の
悩
み
ご
と
等
々
、
楽
し
く
交
流

し
な
が
ら
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
参
加
が

で
き
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

▼
日
程
・
時
間：

年
間
に
五
回
ぐ
ら
い
開
催

（
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

午
後
一
時
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

▼
場
所：

奈
良
県
吉
野
保
健
所

吉
野
郡
下
市
町
新
住
一
五
―
三

▼
内
容：

交
流
・
情
報
交
換
な
ど
　
皆
さ
ん

放
送
大
学

十
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

す
こ
や
か
子
ど
も
交
流
会
の

ご
案
内

I N F O R M A T I NO

の
希
望
を
聞
い
て
決
め
て
い
ま
す

▼
申
し
込
み
方
法：

奈
良
県
吉
野
保
健
所

母
子
健
康
推
進
係
に
お
電
話
下
さ
い
。

1：

〇
七
四
七
―
五
二
―
〇
五
五
一

奈
良
県
で
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十

六
日
付
け
で
奈
良
県
希
少
野
生
動
植
物
の
保

護
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
特
定
希
少
野
生
動
植
物
を
十
二
種
指
定

し
ま
し
た
。

※
指
定
さ
れ
た
種
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ら
の
種
は
、
捕
獲
等
や
譲
渡
し
等
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

無
許
可
で
捕
獲
す
る
な
ど
、
違
反
し
た
場

合
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
種
の
詳
細
を
自
然
環
境
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http：
//w
w
w
.pref.nara.jp/dd_aspx_

m
enuid-18272 .htm

）

カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

ナ
ゴ
ヤ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル

ニ
ッ
ポ
ン
バ
ラ
タ
ナ
ゴ

コ
サ
ナ
エ

ヒ
メ
タ
イ
コ
ウ
チ

ヒ
メ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ

オ
オ
ミ
ネ
イ
ワ
ヘ
ゴ

キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ

カ
ツ
ラ
ギ
グ
ミ

カ
ワ
ゼ
ン
ゴ

ニ
セ
ツ
ク
シ
ア
ザ
ミ

ツ
ク
シ
ガ
ヤ

特
定
希
少
野
生
動
植
物
の
指
定
に

伴
う
捕
獲
等
の
禁
止
に
つ
い
て



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 32.60トン
前月比 112.22％
前年同月比 118.98％

不燃 4.49トン
前月比 121.35％
前年同月比 100.67％

資源 8.42トン
前月比 123.10％
前年同月比 85.90％

粗大 2.13トン
前月比 95.95％
前年同月比 78.89％

4月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw
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本格的な観光シーズンをむかえ、子ども達を事件や事故から守るために５月１２日（木）

幼稚園において“交通安全”を開催いたしました。

中吉野警察安達交通係長や川合駐在所澤田警部補からビデオや紙芝居を使って交通ルール

を教えてもらったり『防犯５つの約束』の話を聞いたりしました。

その後「道を渡るときは右見て、左見て、もう一度右見て渡るんやで！」「知らない人に

ついていったらだめやで！」等々、友達同士で楽しそうに話をしながら、防犯の約束や交通

ルールを確かめ合う子ども達の姿が見られました。
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